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広島県教育委員会事務局 学びの変革推進課 

寺田 拓真 

広島版「学びの変革」アクション・プランについて 
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平成２６年１２月１９日 「広島版 『学びの変革』 アクション・プラン」 策定 

◆ これからの新しい教育の方向性（学びの変革）と，それに対応した６つの施策を整理。 
◆ ６つの施策それぞれについて，１０年後の目指す姿と，今後５年間のアクション・プランを策定。 

広島版「学びの変革」アクション・プランの策定 

アクション・プランが目指すもの 

⇒ 「変化の激しい社会」  をたくましく生き抜くために 「必要な力」 の育成 
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「変化の激しい社会」 
 

ー ２つの未来予測 －  

 

 現在の小学生たちの 約 ６５ ％ は，将来，「現在はまだ，存在すら 

していない仕事」に就くだろう。 

（米ニューヨーク市立大学キャシー・デビッドソン教授の研究） 

未来予測 １ 

 

 

 今後１０～２０年程度で，約 ４７ ％の仕事が自動化され， 

ＡＩ（人工知能）に雇用を奪われるだろう。 

（英オックスフォード大学マイケル・Ａ・オズボーン准教授の研究） 

未来予測 ２ 

先の読めない，「先行き不透明な社会」 
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これからの社会をたくましく生き抜くために「必要な力」 

✓ 学校で学んだ知識・技能を単純に適用して解ける問題の減少 

 （「答えがない課題」「答えが１つではない課題」の増加） 

✓ 知識・技能が急速に更新 

「生涯にわたって学び続ける力」が必要 

先行き不透明な社会 
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 ある企業で，新入社員向けの研修を実施しました。 
 
 
 
 新入社員たちは，人事課から与えられたプログラムを素晴らしい成績でクリアして 
 
いき，社内からは，「今年の新入社員は，例年になく優秀だ」と評判になりました。 
 
 
 
 しかし，研修後，いざ現場に出ると，上司たちから，人事課にクレームが相次ぎ 
 
ました。 
 
 クレームの内容は，「今年の新入社員は，主体性がまったくない」。 
 
 
 
 人事課が新入社員たちを呼び出して問い詰めたところ，彼らはこう言いました。 
 
 「だって，『主体的になれ』って上司から指示されていません。」 

ある企業での出来事 
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これまでの教育 
これからの教育 

（コンピテンシーベース） 

「何を知っているか」を重視 「何ができるか」を重視 

「ペーパーテストで測れるもの」を重視 「ペーパーテストで測れないもの」も重視 

「結果」を重視 「過程」も重視 

✓ 「主体的な行動とはどんなものか」を知っているか 

 どうか。 

✓ 「主体的な行動が大切であること」を知っているか 

 どうか。 

✓ 主体的に行動できているかどうか。 

「これまでの教育」と「これからの教育」 
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「記憶する」「名前を挙げる」「文章を理解する」 

「言い換える」「記述する」 

「中心となる考えを理解する」「論じる」 
「身近な問題に関連づける」「原理と関連づける」 
「仮説を立てる」「離れた問題に適応する」「振り返る」 



学び続ける力を育む上での「３つの課題」 

 「自分から進んで勉強している」と回答した児童生徒の割合 

 

 

（H25広島県基礎基本定着状況調査（小中），H25広島県高等学校共通学力テスト（高）） 

課題１：「受動的な学び」 

 「授業の時間の使い方」として「多くするように特に心掛けているもの」の割合 

 

 

 

 

 

 

（ベネッセ教育総合研究所 第４回学校基本調査（高校）（H22）） 

小学生 

６８％ 

中学生 

５５％ 

高校生 

４０％ 

課題２：「教師基点の学び」 

中学校教員 

２４％ 

高等学校教員 

４８％ 

中学校教員 

４２％ 

高等学校教員 

２０％ 

「教師からの解説の時間」 

「生徒が考えたり 

 話し合ったりする時間」 
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≪平成27年度中核教員研修 第１期（平成27年4月23日） 上智大学・奈須正裕教授御講演資料より≫ 

◆ 平成１９年度「全国学力・学習状況調査」 

Ａ問題 Ｂ問題 

正答率 ９６％ 

課題３：「浅い学び」 

１８％ 
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「知識の量」から「知識の構造」へ 
ー 知識の質が，知識の量と同じくらい重要 ー 

受動的な学び 

浅い学び 

教師基点の学び 

能動的な学び 

深い学び 

学習者基点の学び 

主体的な学びとは？ 

広島県が目指す「学びの変革」 
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「教師の役割」 

Google先生 世界一の先生 ＝ ？ 
「Google先生が答えを教えてくれない問題」 

（ex.「What do you think ?」「How do you feel ?」） 

に，子供たちが向き合うことを支える 

「学びの促進者（ファシリテーター）」 
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主な具体的取組 

① 課題発見・解決学習 

② 異文化間協働活動 

★ 小中学生向けの「グローバルキャンプ」の開催 

★ 高校生の海外留学，姉妹校交流の支援 

★ 平成３０年度までに，すべての公立小中高等学校で実施 

 ✓ 本年度から，パイロット校（小中高あわせて約６０校）を指定し， 

  研究開発をスタート 

 ✓ OECD（経済協力開発機構）や東京大学等と連携したプロジェクト学習 

  活動である「OECD広島創生イノベーションスクール」の実施 

  （県内１３高校から，５９人の生徒が参加） 
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広島版「学びの変革」討論会（平成27年7月26日）における 
荒瀬克己・大谷大学教授の発言 

 子供たちはいつか学校から巣立っていく。 

 

 どうしたって，直接面倒見ることができなくなる日

が来る。 

 

 だからこそ，その時に自分自身で困難を乗り越えて

いける力を，学校にいるうちに育んでいかなくてはな

らない。  
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≪「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育，大学教育，大学入学者選抜の一体的改革について（平成26年12月22日中央教育審議会答申）」より≫ 

（参考）国における高大接続改革（大学入試改革）の方向性 
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